
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ●釜山支店℡010-82-51-462-3281 ●青島支店℡010-86-532-85766222 ●大連支店℡010-86-411-83705288 

  ●香港駐在員事務所℡010-852-2521-7194  

  

1 

  

  

   

 

訪日中国人の「爆買い」と中国越境 EC の現状について 

 

１．１．はじめに 

訪日中国人の増加に伴い、中国人旅行者の日本での買い物を指す「爆買い」という言

葉が一世を風靡しましたが、最近ではその「爆買い」もかなり落ち着いてきたとの新聞

報道を目にするようになりました。しかし、依然として日本商品を含む海外商品へのニ

ーズは、非常に高いものがあります。最近では、中国国内で海外商品を購入する方法と

して、「越境 EC（電子商取引）」が活用されるようになってきました。そこで今回は、訪

日中国人の「爆買い」と中国における越境 EC の現状についてレポートします。 

 

２．「爆買い」の減少 

中国国家観光局によると、2016 年の中国人海外旅行者は、香港、マカオ、台湾を含め

て 1 億 2,200 万人に達しました。中国オンライン旅行大手携程旅行網(シートリップ)によ

ると、2017 年の春節休暇に海外旅行をした中国人は約 6 百万人で、その行先はタイ、日

本、米国、シンガポール、オーストラリアの順となっています。この間の中国人海外旅

行者の消費額は全体で 1 千億元(約 1 兆 6,500 億円、1 元≒約 16.5 円)に達すると予想さ

れており、一人当り予算も 1 万 5 千元(約 24 万 7 千円)を超えるようです。 

日本側からみてみると、2016 年の訪日外国人客は 2,403 万 9 千人、うち中国からの旅

行者は 637 万人で、2013 年の 131 万人から大幅に増加しています。なお 2016 年の訪日

外国人消費額は 3 兆 7,476 億円で、うち中国人旅行者は、約 4 割を占める 1 兆 4,754 億

円を消費しています。中国人の可処分所得は年々増加しており、実際に訪日中国人の一

人当たり旅行支出は、元ベースで堅調に推移しています。しかしながら、炊飯器の大量

買いに代表されるような同じ商品の大量買いは、目に見えて少なくなっているのが明ら

かです。この要因として、一つには、訪日中国人の消費行動が百貨店等での買い物ばか

りではなく、宿泊費・飲食費・交通費等に向かうようになってきたことが上げられます。

もう一つの要因としては、「代理購入（代購）」が大幅に減少していることが考えられま

す。「代理購入（代購）」とは、留学生等の海外居住者が商品を購入し、注文者に郵送す

るもので、中国では従来から外国製品を購入する方法として一般的でした。しかし、2016

年 4 月に越境 EC に関する税制が変わり、税関検査が強化されたこと、また円高元安の
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影響により、転売を目的とした大量購入が割に合わなくなったことから、代理購入が大

幅に減少し、「爆買い」現象に大きく影響しているのではないかと考えられます。 

 

３．越境 EC の増加 

「爆買い」が減少している一方で、越境 EC の取引量は世界規模で大幅に増加していま

す。経済産業省「平成 27 年度電子商取引に関する市場調査」によると、中国の消費者に

よる日本・米国事業者からの越境 EC による購入額は 1 兆 6 千億円（前年比 32.7%増）

になっています。さらに日米中 3 か国相互間の越境 EC 規模を試算したところ、消費国

としての推計市場規模は 2019 年までに日本は約 1.5 倍、米国は約 1.6 倍、中国は約 2.9

倍にまで増加し、3 か国相互の越境 EC 購入総額は約 6.6 兆円まで拡大する可能性がある

とのことです。 

今後ますます増加していくであろう越境 EC ですが、どのような消費者に好まれている

のでしょうか。易観智庫発表の「中国越境 EC 研究報告」によると、越境 EC の消費者の

ほとんどは、’76～’90 年生まれで、普通のネット通販消費者より年齢層が高め、高収入・

高学歴のユーザーが多いことが特徴です。客単価も高めで、日本、韓国、欧米、オース

トラリアのブランドを好み、商品としては美容系・スキンケア商品が一番で、ベビー用

品、栄養保健品、ベビー食品、女性向け洋服への関心が高いそうです。越境 EC は、商品

の質が高い、信頼できる、商品情報が豊富、国内で買うより安い、国内で販売されてい

ない商品を買うことができる、という理由から支持されているようです。 

 

４．越境 EC のメリット 

従来中国で海外商品を購入するには、「一般貿易」で輸入された商品を購入するか、「代

購」が一般的でした。消費者にとって、代購は消費者間（CtoC）取引であり、粗悪品や

偽物が送られる、そもそも何も送られてこない等、様々な問題やリスクを含んでいまし

た。一方、越境 EC では販売者と消費者が直接取引する BtoC 取引となるため、問題が発

生しにくいと言われています。また販売者側からみても、代購や越境 EC で輸入される商

品は、「個人使用物品」として、郵便物や持込み荷物と同様に取扱われていたため、一般

貿易で必要となる通関許可証や検査、販売許認可が不要で手間がかからないというメリ

ットがありました。さらに税制上でも、一般貿易の場合は、輸入関税、増値税、消費税

がかかり、厳格に徴収されますが、代購や越境 EC では「行郵税」が適用されていました。

こちらは事実上自己申告制で、税関での全量検査は不可能であるため、税負担が大幅に

軽減されてきた（もしくは徴収されなかった）といえます。そこで中国では 2016 年 4 月、

越境 EC に関する制度を大幅に変更しました。 

 

５．越境 EC 制度の変更 

越境 EC で輸入された商品は、行郵税のみの適用であることから、一般貿易に比べて税

負担が軽く、不公平感が大きかったため、越境 EC 取引では行郵税を廃止し、一般貿易同

様、関税、増値税、消費税が適用されることとなりました。ただし越境 EC 取引では、上
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限額以下の取引であれば、関税率を 0％、増値税と消費税をそれぞれ法定税率の 70％と

する暫定的な優遇措置を設けました。新制度の主な内容は以下の通りとなっています。 

 

・個人が 1 回に購入できる取引上限額を従来の 1,000 元（約 1 万 6,500 円）から 2,000

元（約 3 万 3 千円）に引き上げ。一人の年間購入金額上限 2 万元（約 33 万円）。 

・ 購入金額上限以下の場合、関税率 0％（上限を超える場合一般貿易と同じ）。輸入増

値税及び消費税については法定税率の 70％を徴収。行郵税廃止、行郵税額 50 元以下

の免税措置も廃止。 

・ 従来国が禁止する品目以外全て取引可能であったが、「越境 EC 小売輸入商品リスト

（ポジティブリスト）に掲載された商品のみ輸入可能。 

 

この改正の結果、1 回の購入限度額増加により、多様な商品が取扱われる可能性が出てき

ています。また商品内容や金額によって、増税になる場合と減税になる場合が生じます。

食品・日用品・娯楽用品等は従来行郵税 10％適用でしたが、増値税 11.9%（法定税率 17%）

適用により増税となります。アパレル・電化製品等は行郵税 20%適用でしたが、増値税

11.9％適用により 250 元（約 4 千円）以下の商品は増税になりますが、250 元超の商品

は 8.1％減税となります。化粧品は従来行郵税 50％適用でしたが、増値税（法定税率 30％）

+消費税（法定税率 15％：2016 年 10 月化粧品にかかる消費税改正）26.4％適用となり、

100 元（約 1,650 円）以下の商品は増税となりますが、100 元超の商品は 24.6%もの大幅

減税となります。 

 「越境 EC 小売輸入商品リスト」（ポジティブリスト）には、1,293 品目が掲載され、

越境 EC で取扱われる主要商品はほぼ網羅できています。しかしながら備考欄には「除外

品目」や「輸入量の上限」等の記載があるため、注意が必要です。例えば、越境 EC の主

要品目である化粧品で、一般貿易として輸入されていない商品の場合、国家食品薬品監

督管理総局（CFDA）で許認可を取得する必要があり、カラーの異なる商品はカラーごと

に許認可が必要となります。許認可取得には半年から 1 年を要し、多額の申請費用も必

要となります。また健康食品においても、初めて輸入される健康食品は CFDA に登録が

必要となります。CFDA に登録できれば、「健康食品」マークをつけることができ、保健

効能表示も可能となりますが、取得まで数年の期間と各種検査費用に数百万円を要する

と言われています。 

このように今回の改正では、越境 EC 取引メリットの一つであった手続の簡易性が大き

く損なわれることとなり、2016 年 4 月 8 日に新制

度が施行された際には、現場では大きな混乱に見舞

われることになりました。施行後 1 ヶ月で各地の越

境EC総合試験区の輸入貨物が 50%以上減少したと

の報告もあり、ポジティブリスト記載の商品輸入に

必要な通関書類の提出を、2017 年末まで猶予する

ことになりました。しかしながら、今後は越境 EC
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取引においても、一般貿易と同様の通関手続が必要となる方向性については変更ないも

のと考えられています。 

 

６．おわりに 

ご存知の通り、中国は世界の「工場」から「消費地」に変貌を遂げつつあります。そ

の中で、今後中国でどのように日本商品を売っていくかが大きなポイントとなります。

中国に一般貿易で商品を輸出するのが確かに王道ではありますが、中小企業が製造する

製品や地方の特産品のように、大量に輸出できない場合や多くの手間や多額の費用を掛

けることができない場合には、一般貿易での輸出は非常にハードルが高く、適当とは言

えません。そのような場合には、越境 EC の活用も検討すべきでしょう。 

山口銀行では、銀行取引のみならず、様々な場面でお客様の中国取引をサポートして

います。是非お気軽にご相談ください。 

以 上 
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